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1. トークセッション「大学と語る団地の未来」
　MUJI × UR 団地リノベーションプロジェクト トー
クセッションは無印良品が取り組んでいる MUJI ×
UR 団地リノベーションプロジェクトでの取り組みの
一つであり、これからの団地について、団地再生に
取り組んでいる方々にご登壇いただきながら、一緒
になって再生の可能性を考えていくことを目的とし
ている。日本の暮らしのスタンダードを考える無印
良品と UR 都市機構は、このプロジェクトで古い建
物をどう再生させていくのか、そのことを考えてい
こうとしている。
　このプロジェクトでは全５回、大学でのトークセッ
ションが企画されている。第 1 回として、2013 年

11 月 11 日に関西大学に於いて、無印くらしの良品
研究所の土谷貞雄氏による進行のもと、ゲストスピー
カーの関西大学 江川直樹教授とトークセッションが
行われた。「団地の再編を考える」― ストック活用型
の大規模公的賃貸集合住宅団地再編への展望という
テーマのもと、江川教授が代表として研究に取り組
んでいる団地再編プロジェクトの紹介、土谷氏にが
取り組んでいる MUJI × UR 団地リノベーションプ
ロジェクトの紹介の後、両氏による団地をどう再生
させていくかについて考えるトークセッションが行
われた。
　本リーフレットはこのトークセッションの内容を
記録したものである。

図 1. 団地再編の取組み（左：関西大学   /   右：MUJI × UR）
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1. 江川直樹教授と土谷貞雄氏によ
るトークセッション
土谷：建築は暴力的なところがあり
ますが、小さくしていく事で出来る
ことがあるのではないかと思われま
す。例えば都市計画においてもコ
ミュニティが大きいが故に問題があ
ります。では実際に単位をどのくら
いに分けて、決めていくのかという
ことについて伺いたいと思います。
江川：私たちは阪神淡路大震災を経
験していて、それまでは将来の事を
余り考えないでマンションなどを建
ててきました。しかし、大震災で被
災し、再建しなければいけない時に
話合いが出来る単位、合意形成がは
かれる単位が人間同士が話す上では
いいと考えました。建物が壊れてし
まい一刻も早く復興しなければいけ
ない時に当時は全員合意が必要であ
りましたが、当然我々は次の再建・
持続的な環境のための再編、修繕の
時にどのくらいのコミュニティ単位
が最適かを考えました。そうなると
プロジェクトによって違いはありま
す が 50 ～ 100 戸 ぐ ら い の 単 位 が
ちょうどいいということになりまし
た。元々その場所がどうだったかと
いう事にもよりますが、一概に数を
決めていたのが２０世紀の考え方で
あったと思います。しかしそれは違
うと思います。住んでいる人によっ
ても違うし、賃貸か分譲かなどに
よっても違う、長年住んでいる人が
いるかによっても変わってきます。
いずれにしても、100 戸や 200 戸
よりは下であると思いますね。JR 
六甲道駅にある芦屋市営若宮団地の
建替えの時は、一つの街区の設計を
頼まれたのですが、50 戸単位ずつ
にわけました。管理組合として構造
的に分け、駐車場はそれぞれ使うよ
うにしたが、一方通行にしてみんな
で道を使い合う、建物はとなり同士
分かれているが６階までは廊下をつ
なげてみようという事を試していま
す。
土谷：まずは 50 戸単位のコミュニ

ティで、また次のコミュニティが出
来るということですね。
江川：そうです。そして 200 戸で
中庭を囲もうというやり方をしまし
たね。私は建築をつくる際に場所の
声を聞くことが重要であると考えて
います。この前聞いた話ですが、兵
庫県朝来市の竹田城跡の石垣は元々
山にあった大きい石と小さい石を混
ぜて積んであるようです。滋賀県の
坂本に住んでいる石積み職人、安濃
衆が積んでいるのですが、その人た
ちがいう石積みの極意とは、石の声
を聞くことだそうです。大きい石と
小さい石を混ぜて、組み合わせて積
むことが極意のようで、なるほどと
思いました。私が再編を考える時、
考えるのは小さくすること、そして
外も混ぜて小さく説く、混ぜて解く
と考えていましたが、いろんな規模
のものを混ぜていくことが良いので
はと考えています。単位とは必ずし
も何戸とか決めることではないので
はと考えています。
土谷：非常の共感できるお話で興味
深く聞いておりました。ただ、50
戸、100 戸というのは、よく会社
とかで 200 人を超すと会社は大変
になるといいます。なぜかというと、
それ以上だと社員の名前と顔が認識
できなくなるからです。人間には記
憶の限界があります。ただ、50 人、
100 人であると「○○の●●さん」
と認識できる。そのくらいの単位が
いいのかなと思います。
江川：いくつかの段階がその仕組み
の中に混ぜられているのがいいので
しょうね。
土谷：それをふまえて、興味がある
のはたとえば日本のコミュニティで
は 50 戸、100 戸の中にさらに細か
い単位、シェアであるとか、そうい
うのがあると思いますが、それはど
んなものでしょうか。
江川：例えばコーポラティブでは大
きな単位のものもあれば小さな単位
のものもあります。あまり小さすぎ
ても良くない、ある規模のスケール

メリットがあると思います。ケース
バイケースですが、それぞれの集ま
り方によって違うのではと思いま
す。数字からいくアプローチの仕方
を変えた方がいいと思います。特に
リノベーションなどは、一棟で共有
するコミュニティが良いのか、右半
分、左半分で分けた方が良いのか、
さらにエレベータでつないで全体を
大きなコミュニティ単位にした上
で、小さな単位にわけていくのがい
いのか、みたいなことを考えていく
のがこれからの再生・再編の面白い
ところです。一つのガイドラインに
従ってやっていくのではなく、そこ
に住んでいる人、地域の人や地域の
施工方法などを皆で話し合いながら
決めていくのが良いと思います。そ
のためには団地の中でもある程度、
地区内移転などを出来るような仕組
みなっていればいいのかなと、そう
いう意味からいうとかなり従来の仕
組みはダメではないかと思っていま
す。
土谷：そうですね。一つの答えで解
決しようとするとモデル化してしま
いますよね。
江川：いかに混ぜていく、というの
が重要であると考えています。
土谷：まちを歩いていて、大きなま
ち、小さなまちと様々なまちがあり
ますが、楽しいまちというのは変な
隙間があったり、あえてつくった訳
でない偶然出来たようなものがあり
ますね。
江川：先ほど土谷さんがおっしゃっ
たように、発見することですよね。
やはりわれわれは発見することが楽
しくて、そこからものをつくってい
く。それはリノベーションであった
り。それは楽しいことで、ゼロから
つくよりもっと楽しいことです。し
かも自分一人で図面を書いてつくる
ものでなくて、現場に行って、見て、
みんなと話し合いながらできる。そ
のことを通じて今までうっとうしい
と思っていたコミュニティが楽しい
ものになる。それは一人では出来な
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いことです。人がいるから出来る、
話し合うから出来る、多数決では
なく、そういう新しいコミュニティ
につくり替えていくこと、それがコ
ミュニティの再生、再編になるので
はないかと思います。つまり、団地
とは 20 世紀の社会の象徴であると
思うのです。
土谷：そうですね。それが 20 世紀
の象徴で理想となったけれど、それ
が様々な問題・課題となっている。
江川：団地のリノベーションも社会
のリノベーションのモデルとなるの
ではと思っています。当時団地に住
んでいた人たちは最先端で、そこに
住むことがあこがれでこぞって住
み、倍率も高かった。何年も待って
入居したとかいう話も聞きます。今
や団地に住み続けること、もっとい
うと団地に新しく住むことが次の新
しい文化となれば楽しいのかなと思
います。そうしないとこれまで団地
をつくってきた人に申し訳ないです
ね。
土谷：それは同感ですね。団地とい
うのは 20 世紀の象徴、戦後のあこ
がれで、たくさんの人が住んでいた。
だけど、それがうまく循環しなくな
り空き家がふえてきています。同
時に日本の社会が変わろうとしてコ
ミュニティやつながりを意識し始め
た。江川先生はコーポラティブや団
地のリノベーションを８０年代から
手がけられているのでしょうか？
江川：コーポラティブを手がけられ
ていた人はもっと前からやられてい
ますが、私は公営住宅などを 80 年
代頃から手がけています。私は公的
なものをやってきて、公的なものを
やらないと意味がないと思っていま
す。当時はなかなか理解されません
でしたが、これが平等ということと
考えています。平等という言葉の意
味もだいぶかわってきていますが、
全員同じが平等ではない、それぞれ
の人にとって一番良いかたちになっ
ていて世の中がよくなっていくこと
が平等ということだと思います。

土谷：そこが非常に興味深いところ
で、今、社会が変わったかのように
いわれていますがそうではない。江
川先生は 70 ～ 80 年代から団地に
ずっと携わってこられてますが、そ
れぞれの時代にやってきて参加して
きた人たちはそれぞれの喜びを手に
してきた、ということですよね。
江川：あまり偉そうなことはいえな
いですが、やっていた僕たちが一番
楽しいのかもしれないですね。やっ
てる僕たちが楽しくなかったらそこ
に住んでる人たちも楽しくないん
じゃない、と思います。
土谷：ちなみにその時代に参加して
きた人たちと、今、男山で取り組ん
でいることに違いはないのでしょう
か。
江川：男山は規模が大きすぎてどう
しようかなと思っています。
土谷：ただ、住民側の意識がひとた
び喚起されると変わってくるので
しょうか。
江川：まだ１年と半年くらいでまだ
あまり分かっていませんが、ただ、
学生もそうですが自分一人では何も
出来ません。住民達が自分一人でや
ろうとするのではなくて、自分達で
仲間をつくって、仲間になってくれ
そうな人たちを発見していくのが重
要だと思います。仲間をつくって出
来るだけ小さな単位で集約していく
のが重要で、全部一人で仕切ってし
まうというふうに思っていてはとて
も出来ないです。やはり仲間をつく
ることが大事で、仲間が出来ると楽
しいですよ、というのをぜひ無印さ
んにも宣伝してもらえればと思って
います。
土谷：まさに私たちもその辺りに力
を入れています。青山台団地のシェ
アハウスを 200 組募集した時、そ
の人達のプロフィールを見るとすご
く多種多様な人たちで面白いと感じ
ました。
江川：うちの学生にも青山台団地の
シェアハウスのことを話しましたが
すごく興味を持っていました。家賃

も安く、学校の人だけでない知らな
い人たちと知り合いになれ、そこ
からコミュニティが広がっていく。
ニーズは高いと思います。また、学
生が予約してローテーションで住ん
でみんなで参加してもいいと思いま
す。私は大学に来て学生の “ 協働 ”
能力を改めて発見しました。我々が
後方支援して機会を設けてあげれば
彼らはすごい力を発揮します。学生
は授業より現場で動く方が力を出し
ます。今までの学校教育は現場とつ
きあいながら学ぶことをあまり教え
ていませんでした。模型をつくるよ
りも現場で空気を感じ、素材を感じ
ることを学ぶことが大事だと思いま
す。
土谷：それは大学教育に限ったこと
でなくて、企業にも同じことがいえ
ます。しかし今、ベクトルが大きく
変わってきています。現場で学ぶこ
とは楽しいですよね。
　話は変わって、芦屋浜のだんだん
畑のコミュニティ体制についてお聞
きしたいと思います。さきほど分解
するという話と共有するという話が
ありましたが、あの段々畑はけっこ
う大きな規模で、そこを協働管理し
ていますよね。それはうまくいって
いるのでしょうか。
江川：段々畑は難しいです。むしろ
専用畑のほうが簡単です。専用にし
ておいて束ねたほうがいいです。芦
屋浜の場合は利用できる人と利用で
きない人がいます。また、お金をと
らなかった。公営住宅だったのであ
まりお金をとるという発想がなかっ
たのです。わたしはやはり制度とし
て、公用を共同で利用するという仕
組みをきっちりつくった方がいいと
思います。実際はなかなか簡単なこ
とではないですが。
土谷：それを聞いて安心しました。
日本の場合は全員で利用するという
かたちではなくて、何人かで共有す
るというかたちが合っているのでは
ないでしょうか。誰でも入っていい
場所はあまりなくて、縁側のような
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緩やかな境界、知っている人は入る
けれど、知らない人は入らないとい
う風な境界がたくさんあれば面白い
のではないかと思います。
江川：R 不動産の「公共空間のリノ
ベーション」という書籍で面白いこ
とが書かれています。日本人には緩
やかな境界のような感性があるのに
も関わらず、近代化の中でオフィ
シャルとプライベートに分けようと
してきたと述べられています。しか
しそうではなく、もともとはオフィ
シャル、コモン、オープン、プライ
ベートの４つがあり、それぞれをう
まく使いこなす方がうまくいくので
はないでしょうか。私達は昔はそう
いう暮らしをしていた。しかし、近
代化の中でオフィシャルとプライ
ベートの二元論になってしまったん
でしょうね。答えは二つしか無いの
では無く、その間にあるのだと。そ
の事について皆で話し合う必要があ
ると思います。
土谷：そういう意味ではクラインガ
ルテンは面白くて、プライベートで
占有しているが視覚的にオープンで
になっています。
江川：風景とはそういう意味だと思
いますね。スケルトンインフィルと
いうのは本来そういう意味でないか
と思うんですよね。外はスケルトン
で、中も好きにしていい。一団地が
なければもっと自由にできるんだと
思うんです。
土谷：ホテルの事を考えた時に、海
外から来た人がすごく楽しいよねっ
て言われる事で、良さに気づくこと
もあります。
江川：団地の一部から社会が変わ
るっていうのは自分では分からず、

他人から良いと言われて初めて気づ
く事になります。
土谷：制度というのは一団地もあり
ますが、既存の仕組みの法律もあり
ますし、慣習などいろいろなスケー
ルまでのルールを決めなければいけ
ないですね。
江川：先ほど土谷さんから団地での
取り組みに関して、出来るかどうか
分からないけどという言葉が出てき
たのは、法律が邪魔をしているとい
う事です。地域ごとでも条例等で変
えられるかもしれません。
土谷：社会の変革というのは意識の
変革でもあると思います。私は急速
に変わっていって、背景として大震
災、人口の問題が一挙に押し寄せて
くる時期で、それが団地という縮図
に入っているように思います。
江川：我々は団地を通して、社会を
見つめ直していく、これからどんど
ん楽しくなる題材であると言えま
す。
2. セキュリティの問題について（参
加者からの質問）
参加者：昔の団地の階段はセミパブ
リックで付き合いがあったが、民間
のマンションではシャットアウトさ
れてしまって、中庭の話などがあっ
てもバリアになってしまう。セキュ
リティで中庭、コモンスペースがな
くなってしまう。今の世の中は様々
な場所においてセキュリティが整備
されていく方向にある中で、団地の
出入り口のセキュリティが整備され
ていくのは難しい問題ですが、どう
思われますか。
江川；皆さんは自分の中にある、誰
かに見てもらいたいという願望に気
づいていないのだと思います。例え

ば皆さんは SECOM にお願いして監
視してもらっています。また、終の
住処としてのコミュニティのあるマ
ンションに住みたいという人が現在
増えていますが、日本の集合住宅に
おいては閉じてしまっているように
感じます。少なくともコミュニティ
が育まれそうな場所では、シャット
アウトしたければすればいいし、見
せられる場合は空けておけばいいと
思います。団地の中庭の作り方も専
用部分、共用部分もまちを見なけれ
ばいけないと思います。閉じるから
更に閉じてしまうのだと思います。
土谷：私は閉じてきた歴史に対して、
開く方向に持っていこうとしていま
すが、この事はとても難しいと思い
ます。なので、違うレトリックにの
して開く方向に持っていかなければ
いけないと思いますね。開くほうが
楽しいと思えるようにベクトルを変
えていくといいのではないかと思い
ますね。

図 2. トークセッションの様子

図 1. 会場の様子


